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給前に、タンクの内壁に油性成分 X を噴霧する工程及び投下弁を開く直前に、タン

ク内へ空気を噴出する工程を設けた無洗米製造方法によって製造された無洗米。 

(説明) 

明細書には、米の供給前に、タンクの内壁に油性成分 X を噴霧することにより、

タンクの内壁に潤滑性を付与し、米の付着を抑制できるとともに、投下弁を開く直

前に、タンク内へ空気を噴出することによってタンクの内壁に付着した米を、効率

的に下方に待機する容器に投下できることが記載されている。しかし、明細書及び

図面の記載並びに出願時の技術常識を考慮しても、洗米タンクの内壁に油性成分 X

を噴霧することによって、得られる無洗米がどのような影響を受けるかが不明であ

り、請求項に係る無洗米の特徴を理解することができない。 

 

4.3.2 物の発明についての請求項にその物の製造方法が記載されている場合 

 

物の発明についての請求項にその物の製造方法が記載されている場合におい

て、その請求項の記載が「発明が明確であること」という要件に適合するとい

えるのは、出願時においてその物をその構造又は特性により直接特定すること

が不可能であるか、又はおよそ実際的でないという事情が存在するときに限ら

れる。そうでない場合には、当該物の発明は不明確であると判断される。(参考) 最

二小判平成 27年 6月 5日(平成 24年(受)1204号、同 2658号)「プラバスタチンナトリウム

事件」判決 

 

上記の事情として、以下のものが挙げられる。 

 

(i) 出願時において物の構造又は特性を解析することが技術的に不可能であっ

たこと。 

(ii) 特許出願の性質上、迅速性等を必要とすることに鑑みて、物の構造又は特

性を特定する作業を行うことに著しく過大な経済的支出又は時間を要する

こと。 

 

出願人は、上記の事情の存在について、発明の詳細な説明、意見書等におい

て、これを説明することができる。 

 

4.3.3 留意事項 

 

審査官は、請求項が製造方法によって生産物を特定しようとする表現を含む

場合には、その表現は、最終的に得られた生産物自体を意味しているものと解
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釈する(「第 III部第2章第4節 特定の表現を有する請求項等についての取扱い」

の 5.1 参照)。そして、製造方法によって生産物を特定しようとする表現を含む

請求項であって、その生産物自体が構造的にどのようなものかを決定すること

が極めて困難なため、引用発明との対比が困難であり、厳密な対比をすること

ができない場合において、審査官が請求項に係る発明の新規性又は進歩性が否

定されるとの一応の合理的な疑いを抱いた場合に限り、その請求項に係る発明

の新規性又は進歩性が否定される旨の拒絶理由通知がなされる(「第 III 部第 2 

章第 4節 特定の表現を有する請求項等についての取扱い」の 5.2.2参照)。 

 

 


